


要約:呼吸管理法の進歩およびサーファクタントの臨床応用により、重症型の症例は激減

したが、声門下狭窄による抜管困難あるいは Breath Holding Spell のために長期入院を

要する症例が問題となっている。また呼吸機能の分析に基ずいた BPD の適切な管理法の確

立も必要となっている。


